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報告内容
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・2025年度の活動内容

・新JESRA(TR-0049) の医療現場への導入に向けて
- 「新JESRAの実運用に向けた検討WG」(JRS/JSRT/JART(*1)参加)を立ち上げ
- 2025年8月活動スタート

JIRAからの提案
・ 環境光のクラス分け(代表値管理) 
・ 安全係数の免除条件
・ 目視試験の頻度
・ 文字識別のテストパターン提案 etc.

- 「環境光の扱い」に関して、JSRTが持ち帰り検討中 → JR3C後の協議再開を目指す

・医療機器化/新JESRAの広報と表示品質管理の啓発
- JIRA-JART共催モニタ精度管理セミナー (第11回目)
- 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構での教育講演

・品質管理の定着(医療安全)に向けた活動 ～施設要件化の検討～
- 中医協に「ディスプレイ表示品質管理の要件化」を業界意見陳述(8月)
- 表示の違いによる検出能の差を明らかにして論文化(エビデンス作り)

(＊1) 学会名の敬称は略します



モニタ診断システム委員会
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目的：適切なモニタ画像診断の普及推進

活動：啓発活動・情報収集・標準化（規格化）

医用画像表示用
ディスプレイの

各国品質管理規格

医療機器化に合わせて公式呼称が「ディスプレイ」となりました
が、「モニタ」を使っていけない訳ではありません。当スライド中
にも両方の記載があります。

JESRA TR-0049-2024

New
JESRA

X-0093*C-2024

2024年10月(改正)

団体・学会 規格・ガイドライン名称 記載内容および特記事項

JRS
デジタル画像の取り扱いに関するガ
イドライン3.0版

2015年に改定。CRTモニタ削除、LCDモニタの記述
補足など。キャリブレーションをされた状態のモニタ
の使用が重要。JESRA X-0093 管理グレード1 を満
たすLCDモニタ使用。管理推奨。

JIRA
JSRT
JART

放射線業務の安全の質管理
マニュアルVersion1

医用画像表示装置の点検管理方法はJESRA X-
0093による管理が必要であると記載。

日本医用画像
管理学会

HP上 保守管理 3-1-3
モニタ管理

モニタの品質確認の必要性とJESRA X-0093の概
要を紹介

マンモグラフィ
検診精度管理

中央機構

マンモグラフィ品質管理
マニュアル

医用画像表示システムの管理として、モニタの評価
項目を記載。JESRA X-0093を参考に作成。記載内
容は共通点が多い。

全国労働衛生
団体連合会

胸部X線検査精度管理調査結果報
告書

モニタの推奨条件（輝度：300cd/m^2，GSDFなど）と
ともに、モニタの品質管理について、JESRA X-
0093を紹介。

日本肺癌学会
肺がん検診のための胸部X線読影テ
キスト 第Ⅱ章

モニタ品質管理の項目でJESRA X-0093の管理グ
レード１を推奨。

JESRA X-0093は国内のスタンダード

多くの規格・ガイドラインが引用・活用
JIS T 

62563-2
IEC

62563-2



JESRA X-0093の変遷と今後
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2005～ 2010～ 2017～ 2024～
制 定 改正（1回目） 改正（2回目） 改正（3回目）

新規制定

2024～

JESRA X-0093
(医用画像表示用モニタの品質管理に関するガイドライン)

JESRA TR-0049-2024

New

X-0093-2005

・各国規格調査 
・必要性調査

X-0093＊A-2010

・啓発活動 
・意見収集

X-0093＊B-2017

更なる普及に向けて
・技術の進歩
・各国規格動向
・実運用との整合

X-0093＊C-2024

 ・約4～5年後の廃止を明記
 ・内容はX-0093＊B-2017と同一

 (基準等の変更なし）

 

移
行

5年後に
廃止



新JESRA TR-0049 と制定の背景
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JESRA X-0093*C-2024

「医用画像表示用モニタの品質管理に関するガイドライン」

IEC 62563-2 2021-11-10

 → JIS T 62563-2 2024/02/25
医用画像表示システムー第2部 基準値  

医用画像表示用ディスプレイの受け入れ試験及び不変性試験

JIS T 62563
国家規格

JESRA X-0093
工業会規格

ディスプレイ管理の
規格が複数に．．．

IEC 62563-1 2009-12-10 (+AMD1:2016/+AMD2:2021)

 → JIS T 62563-1 2013/03/01 (2024/2/25)
医用画像表示システムー第1部 評価方法

JESRA TR-0049-2024 新JESRA (本資料内の略称)
「医用画像表示用ディスプレイの受入試験及び不変性試験 (JIS T 62563-2)
に関するガイドライン」  → JIS T 62563-2(カテゴリーⅢを除く)の解説書の位置付け



新JESRAの課題と検討WGの立ち上げ
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・医療現場への導入には運用上の難しさがあるとのご意見
- 海外の規格や設置環境をそのまま日本に持ち込むのは難しい

・JIRA内に検討WGを立ち上げ
- JRS/JSRT/JARTの先生方にも参加を呼びかけ

・環境光の扱い? 
・ 安全係数?
・ 目視試験時の文字識別? etc. 



新JESRA実運用に向けた検討WG
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主幹(JIRA) ： 安田（主査）、前田（副主査）、玉井（副主査）

活動内容 ： JESRA TR-0049の実運用に向けた課題の整理と実運用方法の検討

アウトプット  ： 新JESRAの解釈や解説 （運用マニュアルなど）

期間    ： ～2026年3月末を目標 （必要に応じて期間を修正）

会議回数  ： 月1回程度のオンライン会議 (必要に応じて追加）  

医用画像システム部会 湯澤 史佳（キヤノンメディカルシステムズ）

モニタ診断システム委員会
前田 一哉（EIZO） 安田 哲也（EIZO） 玉井 良明（JVCケンウッド） 増子 由康（バルコ）
阪倉 真人（バルコ）

事務局 佐藤 彰 （JIRA）

JRS 久保田 一徳 先生（獨協医科大学） 郷原 英夫 先生（岡山大学病院 ）

JSRT 原瀬 正敏 先生（豊橋市民病院） 松田 恵雄 先生（埼玉医科大学）

JART 江端 清和 先生（日本診療放射線技師会） 成田 信浩 先生（新潟市民病院）

特別委員  

JIRA  標準化委員会 SC-3305 笠原 孝幸（JVCケンウッド） 坂本 博 先生(東北大学） 諏訪 和明 先生（獨協医科大学）

【メンバー】  計16名  



新JESRA実運用に向けた検討WG
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・25年8月末 WGでの協議をスタート(第1回目)
- 課題のすり合わせ
- JIRAからの提案

・ 環境光のクラス分け(代表値管理) ・・・(*2)
・ 安全係数の免除条件
・ 目視試験の頻度
・ 文字識別のテストパターン提案 etc.

- 新JESRAの本文を変えずに運用マニュアル(解説/解釈)を追加する形

・9月末 第1回時の質問事項について説明(第2回目)
- (*2)と実際の院内環境との相関を解説
- 国際規格と日本との読影環境の違いについて説明

・10月初旬～ JSRTからJIRA案(*2)を学会として検討頂いている状況

・4月のJRC(ITEM)のJR3C後にWGの協議再開を目指す



医療機器化/新JESRAの広報と品質管理の啓発
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主催：JART（日本診療放射線技師会）・JIRA
日時：2025年9月6日 (土) 12:55～16：55  
開催：オンライン (配信：JART会議室 三田国際ビル)
修了：47名 (80%以上の視聴時間が修了条件：申込53名)   
会費：会員2,000円、非会員6,000円

時間 プログラム

60分 医用画像表示用モニタの特徴と品質管理の実態

 埼玉医科大学国際医療センター 松田恵雄先生

30分 医療機器化の経緯/概要

  新潟医療福祉大学 (JART副会長) 児玉直樹先生

60分 品質管理ガイドライン（JESRA TR-0049-2024）の紹介       

 モニタ診断システム委員会

40分 病院での品質管理について  大船中央病院 青木陽介先生

20分 まとめ＆質疑応答

第11回JIRA-JART共催モニタ精度管理セミナー

アンケートでは全員が
「参加して良かった」と回答

アンケート結果(抜粋)
・勉強になりました

・難しい言葉を使わずに説明してもらえて
理解につながった。

・管理に対する理想像を聞きたい。

・施設での測定と運用、記録や用紙の扱
いについて知りたい。

・測定器について講義して欲しい。
・ディスプレイの最新技術を聞きたい。

2026年度は実機体験型セミナー復活の予定(e-learning+秋季学会でのハンズオン)



品質管理定着(医療安全の向上)に向けて ～施設要件化～

経済部会 診療報酬委員会と連携して厚労省への働き掛けを継続
診療報酬改定要望書で表示品質管理の効果と必要性を継続訴求

医機連から中医協に業界意見陳述(2025/8/27)
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2026年に向けた課題
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・今後の委員会活動について

PACSベンダーが集ってスタートした当委員会も．．．

- 現在主体のディスプレイベンダーの事業縮小や撤退が続く
- 単独でのイベント運営も難航の予想

課題
- 専門家やセミナー運営スタッフの確保
- 委員会の形態や活動内容の見直し
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御清聴 ありがとうございました。

2026/3/13 医用画像システム部会成果報告会
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